
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （小学校用）】

都道府県名 栃木県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 栃木県矢板市立東小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

学級数 ２ ２ ２ ２ ２ ２ ０ １２
１９

児童数 ７６ ５７ ６２ ６７ ６１ ６０ ０ ３８２

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

児童一人一人に確かな学力を身に付けさせるための個に応じた学習指導の工夫
・改善

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・１～６年生・算数
児童の理解度に差が出やすいため、習熟度別指導が他教科より効果的な教科

と考えられるので

( ) 年次ごとの計画2

○テーマ
児童一人一人に確かな学力を身に付けさせるための個に応じた指導のあ

平 り方
成 ○仮説

Ｔ・Ｔ指導、少人数指導、習熟度別指導等、指導方法の工夫を行い、よ14
年 り個に応じた指導・支援を実施することにより、児童一人一人が基礎的・
度 基本的な内容や発展的な内容を確実に身に付け、意欲的・主体的に学び、

確かな学力を身に付けることができるだろう。
○研究の内容・方法
・研究授業を通して、少人数指導や習熟度別指導の進め方を研究する。
・本校児童の実態調査を実施し、実態に即した指導のあり方を研究する。

○テーマ
児童一人一人に確かな学力を身に付けさせるための個に応じた学習指導

平 の工夫・改善
成 ○仮説

Ｔ・Ｔ指導、少人数指導、習熟度別指導等、指導方法の工夫を行い、よ15
年 り個に応じた指導・支援を実施することにより、児童一人一人が基礎的・
度 基本的な内容や発展的な内容を確実に身に付け、意欲的・主体的に学び、

確かな学力を身に付けることができるだろう。
○研究の内容・方法
・学び方のマニュアルを作成し、授業、学習タイムや家庭学習を通して学
び方を身に付けさせる。
・ＣＲＴテスト、力試しテストの分析、内容の系統性などから各学年の重
要単元を洗い出し、時間配当、展開などを考慮しＴ・Ｔ、少人数指導、
習熟度別指導の年間計画への位置づけを行う。
・研究授業を通して、個に応じた指導のため、Ｔ・Ｔや少人数指導を効果
的に取り入れるための研究をする。
・ブロック研修部を中心にして、発展的な教材や補充的な教材の開発を行
う。

＊ テーマは１４年度の研究をもとに、１５年度は「個に応じた学習指導の



工夫 ・改善」と変更した。

○テーマ
児童一人一人に確かな学力を身に付けさせるための個に応じた学習指導

平 の工夫・改善
成 ○仮説

Ｔ・Ｔ指導、少人数指導、習熟度別指導等、指導方法の工夫を行い、よ16
年 り個に応じた指導・支援を実施することにより、児童一人一人が基礎的・
度 基本的な内容や発展的な内容を確実に身に付け、意欲的・主体的に学び、

確かな学力を身に付けることができるだろう。
○研究の内容・方法
・児童一人一人の支援に生かす評価の進め方。

（事前テストのあり方、事中評価の進め方とその生かし方、
事後評価とその生かし方）

・効果的な自己評価のあり方
・発展的な教材、補充的な教材の開発と単元への位置付け

( ) 研究推進体制3

＊ 授業研究部会

校長 教頭 研究推進委員会 全体会 調査資料部会

校長 教頭 教務主任 ブロック研修部会、 、 、
研究主任、算数科主任
ＴＴ主任、ブロック主
任、各部会正・副主任

＊ 全体会に提案する前に研究推進委員会にかけ、練り合うようにした。

Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

低学年はＴ・Ｔ、中・高学年は習熟度別指導を中心に研究してきたが、実態調
査を見ても分かるように、望ましい傾向が見られる。

・・・ 児童の意識調査より・・・
＜算数が分かる？＞ ＜分からないときの解決法は？＞

分かるが増え、分からないが減って 質問する、絵や図・具体物などで挑戦
きている。確かな学力を構成する「知 するなど、積極的な態度が見られる。確
識・技能」が身に付いてきていると考 かな学力を構成する「問題解決力」が身
えられる。 に付いてきていると考えられる。

（１：平成１４年９月、２：平成１５年２月、３：平成１５年６月実施）
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５．分からないときの解決法は？

①質問する ②説明を待つ ③絵や図具体物などで挑戦



、 （ ）少人数指導を始めて６ヶ月後 １０ヶ月後の児童の様子 保護者の意識調査より
＜学習意欲について＞ ＜学習内容の習得について＞

学習意欲が高まってきたととらえてい 学習内容がよく身に付くようになっ
る保護者は１回目と比べると、約１０％ たととらえる保護者は、１回目と比べ
増え、７５．８％となっている。このこ ると約５％増え、７７．４％となって
とは、教材提示や発問の工夫等をして問 いる。算数的活動を積極的に取り入れ
題解決的な学習をを重視してきたからと ることや、多様な考え方や理由を問う
考えられる。確かな学力を構成する要素 こと等を通して、学習内容が身に付い
である「学ぶ意欲」が身に付いてきてい てきていると考えられる。確かな学力
ると考えられる。 を構成する要素である「知識・技能」

が身に付いてきていると考えられる。

＊ これまでの実践をもとに確認できたこと（成果）
＜問題解決能力の育成を通して＞

（児童） （教師）
・ 発達段階における問題解決する児童 ・ 発達段階における問題解決する児「 「
の姿 （算数科）を明確にし、自力解 童の姿 （算数科）を明確にしたの」 」
決の手だてとしたので、結果を予想し で、共通理解のもとに授業を進める
たり、見通しを立てたりして進んで問 ことができた。
題解決する姿が見られるようになった ・児童が疑問をもったり新しいことに。

・自分の考えだけでなく友だちの考えも 気付いたりするような教材の工夫、
書くなど、ノートの取り方に工夫が見 導入や提示の工夫に心がけるように
られるようになった。 なった。

・練り合いの段階では、自分の考えと友 ・児童の疑問（なぜ）や、つまずきを
だちの考えの似ているところや違いに 大切にして授業を進めるようになっ
着目して発言しようとする姿が見られ た。
るようになった。

＜ Ｔ・Ｔ指導を通して＞
・多様な考え方にふれることができ、他 ・多様な見方ができ、児童を深く見る
の解決法はないかと自分でも進んで考 ことができるようになった。
えるようになった。 ・児童一人一人のつぶやきやつまずき

・分からないときや失敗したときに、す を丁寧に取り上げ、意図的に授業に
ぐに教えてもらったり励ましてもらっ 生かすようになった。
たりできるので、意欲が高まった。 ・互いの教材観を話し合う中で、それ

・多くの先生と本音で話し合えるように ぞれの教師の特性が生かされ、教材
なり、今まで見えなかったすばらしさ 研究が深まり教材の準備が充実する
に気付くことができた。 ようになった。

・問題把握時に教師同士のやりとりを
行うことを通して、解決の意欲や関
心を、より喚起することができた。

＜習熟度別指導を通して＞
・一人一人に関わる時間が多いので集中 ・基礎・基本コースは特に少人数にし
して取り組むようになった。 ているので、一人一人に関わる時間

・どのコースの児童も周りの目を気にせ が多く確保できた。
、 、ず安心して自分をさらけ出して学習に ・等質なので めあてが共有しやすく

取り組めるようになった。 焦点をしぼって授業を進めることが
・到達度の高い児童は、より深い学習に できる。
取り組めるようになった。 ・等質なので、教材・教具も、よりそ

・コースによっては、課題把握が短時間 のコースに合った物が用意しやす
で済み、問題解決、練り合い等に十分 い。
時間が取れるようになった。
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・自分にあった学習ができる。

２．今後の課題

・知識、技能はとらえやすいが、その他の能力である問題解決能力、思考力、判
断力、表現力等はとらえにくい。確かな学力が身に付いたかどうかを把握するに
は、少しでも見えるようにしていく必要がある。
・児童一人一人がめあてをもって、意欲的に主体的に取り組む態度を身に付けさ
せるためにも、適切な評価（自己評価も含む）の進め方の研究を一層進める必要
がある。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組

たしかめテスト 意識調査 ＣＲＴ学力検査 力試しテスト

目的 技能の１００％定 意識の把握 観点別の到達度把 多様な考え方や
着 握 表現力の把握

内容 計算力の問題 学習意欲や ４観点の問題 発展的な問題
態度等 考え方や理由を

問う問題も出題

時期 ５月、２月 ６月 ２月 ２月

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

（１）校内研究会
日時：平成１５年１２月３日（水） １２時４０分～１６時３０分
場所：矢板市立東小学校
対象：矢板市内小・中学校
目的：これまでの研究の概要と成果を知らせ、講話を聴き、ともに研修

する。
（２）講演会

日時：平成１６年１月２６日（月） １４時３０分～１６時３０分
場所：矢板市立東小学校
対象：矢板市内小・中学校
目的： 確かな学力の向上について」の講話を聴き、ともに研修する。「

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級
１３～１８学級 １９～２４学級
２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科
生活 音楽 図画工作 家庭
体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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